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▲渡船の様子。対岸には米田白山が見える。
　可児の川合と下米田間の渡航の一幕だろうか。

▲川合の渡船場

「渡船場の保存活用」
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　廃船によって役目を終えた古井町川合、下米田町小山の渡船場と
渡船小屋は、まもなく市の管理となりました。地域の交流を長く支
えてきた文化遺産として保存するため、市は県に対して譲渡を依頼
したのです。川合渡船場に停泊していた二つの船体「今渡 1号」「今
渡 2号」についても、一方は教育委員会に移管されますが、もう
一方は河川防災に役立てたいという要望により地元住民に引き渡さ
れ、その役割を変えながら地域の安全を見守り続けたようです。
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